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気体 ･液体転移点近 くで熱流Q(r)シ ス(意T(a))完 をかけてみるo平衡でのエントロ
ピーと温度の関係 ∂S～C 8Tに注意するoCp～ET/V,8S～E潮 よ｡kcは次のようP
にきまるO
kr/ykPy～(芝 )kcll-Qkc-x1-1ca (3)
ここでE-k-1とおきかえた｡熱伝導率 }～Exj～k~xlとした｡ xl=1である｡従ってC C
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は El であったものが k になるわけである｡例えば,熱伝導率 )は,平衡のまわりでC
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xk=[T十 k2十 k8/5ikxJt2/5rlC (10)
(C) ElongationalFlow S>A20
この場合の流線は図3にあるように双曲線であるCこの系では長波長のゆらぎは強く





































(A) 熱伝導率 )が発散 しない系｡ (例えば,いろいろなマグネチックな系や2成分溶
液｡ )
(B) 気体 ･液体転移点近 くの流体Oこの系ではス-Eである｡






(B)と(C)の系では, スのくりこみは大きい｡いわゆる streamingterm (もしくは
reversiblecurrent)を粗視化することでそのくりこみが生まれるo (B)の系ではL-
3voここで∫はェントロピー, vtま速度場であるo(C)の系ではJreu- psvnoここでun
はノーマル成分の速度場である｡この2つの系では熱流によってゆらぎの構造が大変す
るので,思いがけない理論的予測ができる可能性があるC
§5. まとめ
新しい側面として特に強調したいこと｡
1.平衡から大きくはずれた定常状態であること｡
このことは理論的解析 (具体的にはくりこみ群など)の新 しい手法と応用を拓くもの
である｡
2.非線型応答であること｡
我々の例では,外力に対する非線型性はとくにくりこみの lowercut-offk からうまC
れている｡
3. 高い異方性｡
長波長ゆらぎ(k<kc)は空間的 に異方性であって光散乱やその他の光学的手段によ
って観測されうる｡
4.新 しい実験の可能性を拓く｡
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臨界点近くなので非平衡であることの ドラスチックな効果が期待される｡動的光散乱
や流動複屈折などはだれもまだ手をっけていない｡
5. その他,この間題は大きな可能性がある｡いろいろな情況が考えられるからである｡
また他の分野とくに高分子やレオロジー･分散系などとの関連はきわめて重要である｡
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